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1 0・1(1) 0・1(1)

33 99・100(1) 33 101・102(1)

1 3 1 1

34 102・103(1) 34 102・103(1)

1 3 1 3

35 105・106(1) 35 105・106(1)

文科系科目に重点をおく

　（様式イ）

表イ　　令和５年度入学生徒の教育課程表
奈良県立郡山高等学校　全日制課程　普通科

斜体字の科目は学校設定科目、標準単位数に○がついた科目は必履修科目

類　　型 文型 理型
備　考区

分
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科

国

　

語

現代の国語

１９

２１
13

地

理

歴

史

地理探究

１年 ２年 ３年 計 １年 ２年

（注１）ア～ウは文型の、エは

理型の選択科目を表し、それ

ぞれ1科目選択する。

言語文化

論理国語

文学国語

国語表現

古典探究

国語探究
地理総合

10

１2
6

9

（注２）数学Ⅰの後に数学Ⅱ

を履修する。また、数学Ⅱの

後に数学Ⅲを履修する。

理型3年次の数学はβ型を

原則とする。

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 C

公

民

公共

4
２

５

倫理

公民探究

歴史総合

日本史探究

世界史探究

世界史精読
日本史精読
地理精読

発展世界史
発展日本史
発展地理

数学探究
数学理解

理

　

科

科学と人間生活

10 20

探究化学
探究生物

数

　

学

数 学 Ⅰ

１５

１７
21

（注３）文型３年時において

探究物理・探究化学・探究

生物のうち２科目４単位を選

択する。

理型2年次の化学は、化学

基礎の後に履修する。

理型3年次の物理・生物は、

2年次履修科目を継続履修

する。

物理基礎

物   理

化学基礎

化   学

生物基礎

生   物

地学基礎

地   学

探究物理

保健

体育

体   育
9 9

保   健

芸

　

術

音 楽 Ⅰ

2

４

６

２

（注４）芸術及びライフデザイ

ンは継続履修とする。音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

美 術 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅲ

2
情報Ⅱ

理数探究 1 1

家

庭

家庭基礎
２

４

６

2
家庭総合

ライフデザインⅠ

ライフデザインⅡ

外

　

国

　

語

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

１９
19

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

論理・表現Ⅰ

論理・表現Ⅱ

論理・表現Ⅲ

教育実践基礎 0・1(1) 0・1(1)

各教科・科目 33 33・34(1) 34 34・35(1)

情

報

情報Ⅰ
2

特別活動 HR活動 1 1 1 1

総合的な探究の時間 1 1
各教科・科目等計 34 34・35(1) 34 34・35(1)

合　　　　　計 35 35・36(1) 35 35・36(1)

（注） 理科系科目に重点をおく

（注５）総合的な探究の時間

は、「知識・技能」の獲得から

「思考力・判断力・表現力

等」の育成「学びに向かう

力・人間性等」を発揮する方

法を学ぶ。

(注６)理型では「理数探究」

２単位により「総合的な探究

の時間」２単位を代替する。


